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日本共産党境港市議団発行 

境境境境境５５   TEL44－0039 

この報告は政務活動費で 

発行しています 

 

自治体の事前了解を 

原発稼働の要件にせよ 

― 全会一致で採択、国に意見書 

 

「えねみら・とっとり」提出の「原

発の再稼働及び新規稼働の際、ＵＰ

Ｚ範囲内にあるすべての道府県及

び市町村の事前了解を要件とする

よう強く求める意見書を国に提出

することについて」の陳情が３月議

会にだされ、審議では「中国電力に

求めていることだが、まずは国が決

めるべき」との意見も相次ぎ、全会

一致で採択し国に意見書が提出さ

れました。 

同様の陳情は鳥取県、米子市、雲

南市、安来市、出雲市、松江市の各

議会にも提出され、境港市と雲南市

が「採択」、松江市が「不採択」、

他が「趣旨採択」でした。 

  

「消費増税の中止を求

める陳情」を不採択に 

― 共産党は採択を主張 

 

３月議会に消費税廃止各界連絡

会から「２０１９年１０月からの消

費税増税を中止することを求める」

陳情が提出されました。 

総務民教委員会で長尾達也市議

が「市民生活に大きな影響を与え

る。少なくとも悪化するいまの経済

状況下では増税すべきでない」と採

択を主張しましたが、「社会保障の

維持のため必要」、「問題はあるが

すでに準備中で、いま中止すると混

乱を招く」などの意見があり、「不

採択」となりました。 

共産党境港市議団は１２月議会

でも「消費税率１０％への増税中止

を求め」て議員提案をおこないまし

たが否決されました。 

 

安

田

共

子

市

議

 

昨

年

１

２

月

県

議

会

で

、

平

井

知

事

が

高

校

生

の

通

学

費

補

助

に

つ

い

て

、

「

県

内

で

複

数

の

自

治

体

が

独

自

に

補

助

制

度

を

作

り

、

町

村

会

か

ら

も

要

望

が

あ

り

、

県

と

し

て

も

検

討

す

る

」

と

答

弁

さ

れ

た

。

高

校

生

の

通

学

費

補

助

に

つ

い

て

改

め

て

検

討

を

。

 

 い

ま

、

考

え

て

は

い

な

い

が

 

動

向

は

注

視

し

た

い

 

 松

本

敏

浩

教

育

長

 

本

市

中

学

校

卒

業

生

の

約

半

数

が

市

内

の

高

校

に

進

学

し

て

お

り

、

通

学

費

補

助

制

度

の

創

設

は

考

え

て

い

な

い

。

 

平

井

知

事

が

「

ど

の

よ

う

な

支

援

の

あ

り

方

が

考

え

ら

れ

る

の

か

、

町

村

会

と

共

同

し

て

研

究

調

査

し

検

討

す

る

」

と

回

答

し

て

い

る

の

で

、

動

向

を

注

視

し

て

い

き

た

い

。

 

 

 

 

２

０

１

９

年

３

月

定

例

市

議

会

が

２

月

２

７

日

か

ら

３

月

２

２

日

ま

で

開

か

れ

ま

し

た

。

 

 

 

日

本

共

産

党

境

港

市

議

団

は

、

安

田

共

子

議

員

が

、

�

消

費

税

増

税

問

題

、

�

高

校

通

学

費

助

成

と

校

則

に

つ

い

て

、

�

山

陰

線

・

伯

備

線

の

整

備

計

画

。

長

尾

達

也

議

員

が

、

�

国

保

税

の

均

等

割

廃

止

、

�

自

衛

隊

員

募

集

事

務

に

つ

い

て

、

�

住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

助

成

制

度

の

創

設

に

つ

い

て

、

市

長

お

よ

び

教

育

長

と

議

論

を

交

わ

し

ま

し

た

。

 

新

年

度

一

般

会

計

予

算

案

は

、

環

日

本

海

航

路

・

Ｄ

Ｂ

Ｓ

社

へ

の

引

き

続

く

税

金

投

入

、

秋

か

ら

の

消

費

税

増

税

を

公

共

料

金

に

上

乗

せ

す

る

も

の

で

、

こ

れ

に

反

対

、

国

民

健

康

保

険

予

算

案

は

、

基

金

を

取

り

崩

し

て

保

険

税

を

据

え

置

い

た

も

の

で

、

こ

れ

に

賛

成

し

ま

し

た

。

 

 

 

 

長

尾

達

也

市

議

 

自

衛

隊

の

新

規

隊

員

募

集

に

つ

い

て

安

倍

首

相

が

「

６

割

以

上

の

自

治

体

が

協

力

を

拒

否

し

て

い

る

」

、

「

こ

の

状

況

を

変

え

る

た

め

に

も

違

憲

論

争

に

終

止

符

を

打

と

う

」

と

発

言

し

た

が

、

事

実

無

根

だ

。

市

長

の

見

解

は

ど

う

か

。

 

隊

員

募

集

の

た

め

の

防

衛

省

か

ら

の

「

１

８

歳

名

簿

提

出

」

へ

の

対

応

は

、

個

人

情

報

保

護

の

立

場

か

ら

慎

重

に

対

応

す

べ

き

。

利

用

停

止

の

請

求

が

あ

れ

ば

提

供

か

ら

除

外

す

べ

き

と

考

え

る

が

ど

う

か

。

 

 提

供

停

止

の

請

求

に

は

 

個

人

情

報

保

護

条

例

に

 

も

と

づ

き

検

討

し

た

い

 

 中

村

勝

治

市

長

 

首

相

の

発

言

は

、

「

求

め

る

形

で

提

供

さ

れ

て

い

な

い

」

と

い

う

意

味

で

は

な

い

か

。

 

利

用

停

止

な

ど

の

請

求

が

出

さ

れ

た

時

に

は

「

条

例

」

と

の

点

も

検

討

し

対

応

し

た

い

。

 

  

 

 

境港市は現在、18 歳になった市民の名簿（氏名、生年月

日、性別）を紙媒体で提供しています。 

安

田

共

子

市

議

 

不

要

な

校

則

を

見

直

す

、

女

子

生

徒

の

ス

ラ

ッ

ク

ス

を

認

め

る

な

ど

、

多

様

な

価

値

観

に

基

づ

い

て

、

児

童

生

徒

の

意

見

を

聞

き

、

学

校

運

営

に

反

映

さ

せ

る

と

り

く

み

が

全

国

で

み

ら

れ

る

。

 

子

ど

も

の

意

見

を

学

校

運

営

に

活

か

す

実

践

は

ど

う

か

。

 

松

本

敏

浩

教

育

長

 

 

学

級

目

標

の

決

定

、

授

業

や

一

日

の

振

り

返

り

活

動

、

作

文

や

校

内

弁

論

な

ど

で

自

分

の

考

え

を

表

明

す

る

活

動

を

し

て

い

る

。

児

童

会

・

生

徒

会

活

動

で

も

子

ど

も

の

意

見

や

考

え

を

把

握

し

、

教

育

活

動

の

充

実

を

図

っ

て

い

る

。

昨

年

、

市

内

全

中

学

校

の

生

徒

会

代

表

が

集

ま

り

、

い

じ

め

の

防

止

策

の

話

し

合

い

を

行

っ

た

。

 

安

田

市

議

 

校

則

に

つ

い

て

子

ど

も

の

意

見

を

聞

く

こ

と

も

必

要

で

は

な

い

か

。

 

 生

徒

の

意

見

表

明

は

 

活

か

し

た

い

 

 松

本

教

育

長

 

 

校

則

は

生

徒

会

規

約

で

も

あ

り

、

見

直

し

は

生

徒

会

総

会

で

諮

る

手

続

き

も

で

き

る

。

生

徒

た

ち

の

意

見

表

明

は

生

か

し

て

い

か

な

く

て

は

い

け

な

い

。

 

 

 

住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

制

度

の

 

実

施

も

要

望

 

 

一

般

質

問

で

長

尾

市

議

は

、

経

済

波

及

効

果

の

大

き

い

住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

助

成

制

度

の

実

施

を

要

望

し

ま

し

た

が

、

市

長

は

依

然

と

し

て

、

「

個

人

資

産

へ

の

公

費

の

投

入

は

慎

重

で

あ

る

べ

き

」

と

否

定

的

な

態

度

を

繰

り

返

し

ま

し

た

。

 

東京・中野区のとりくみを伝えるしんぶん赤旗 



 
長

尾

達

也

市

議

 

高

す

ぎ

る

国

保

税

が

払

え

な

い

世

帯

が

全

国

で

２

８

９

万

世

帯

、

市

で

も

７

６

３

人

に

及

ん

で

い

る

。

全

国

知

事

会

は

、

１

兆

円

の

公

費

投

入

で

国

保

料

（

税

）

の

協

会

け

ん

ぽ

並

み

の

引

き

下

げ

を

求

め

て

い

る

。

 

国

の

対

応

を

待

た

ず

、

子

育

て

支

援

の

観

点

か

ら

も

０

歳

か

ら

１

８

歳

ま

で

の

子

ど

も

に

か

か

る

均

等

割

を

廃

止

・

軽

減

し

、

国

に

改

善

を

求

め

る

考

え

は

な

い

か

。

 

 廃

止

・

軽

減

は

考

え

て

い

な

い

が

 

 

 

国

庫

負

担

の

拡

充

は

求

め

る

 

 中

村

勝

治

市

長

 

保

険

料

の

県

内

統

一

化

を

検

討

し

て

お

り

、

市

独

自

で

の

均

等

割

の

廃

止

・

軽

減

は

考

え

て

い

な

い

。

国

庫

負

担

の

拡

充

は

引

き

続

き

求

め

て

い

く

。

 

 

毎週 水曜日 午前１０時～１２時 

会場 日本共産党境港市委員会 

湊町 55 ☎44-0039 

商工会議所 

境港市役所 

合銀境港支店 

今井書店 

党事務所
党事務所党事務所
党事務所 

  
 

日

日

本

本

共

共

産

産

党

党

境

境

港

港

市

市

議

議

団

団

 

 

安

田

共

子

市

議

 

社

会

保

障

の

た

め

と

言

う

が

、

安

倍

内

閣

の

６

年

間

で

社

会

保

障

費

は

３

．

９

兆

円

も

削

減

、

こ

れ

ま

で

の

３

０

年

間

で

消

費

税

は

累

計

３

７

２

兆

円

に

達

す

る

一

方

、

大

企

業

の

法

人

３

税

の

減

収

額

が

累

計

２

９

１

兆

円

。

大

企

業

減

税

の

穴

埋

め

に

消

費

税

が

使

わ

れ

た

こ

と

に

な

る

。

 

財

源

確

保

で

い

え

ば

、

大

企

業

の

実

質

法

人

税

率

を

中

小

企

業

並

み

に

す

る

だ

け

で

も

４

兆

円

の

財

源

が

生

ま

れ

る

と

も

い

わ

れ

て

い

る

が

、

ど

う

思

う

か

。

 

 避

け

て

は

通

れ

な

い

 

市

長

答

弁

 

 中

村

勝

治

市

長

 

 

年

金

や

医

療

、

介

護

な

ど

社

会

保

障

の

安

定

的

維

持

の

た

め

避

け

て

通

れ

な

い

。

 

安

田

市

議

 

消

費

税

増

税

に

伴

い

、

市

は

手

数

料

や

使

用

料

の

引

き

上

げ

議

案

を

今

回

も

上

程

し

て

い

る

が

、

自

治

体

は

消

費

税

を

国

に

納

め

な

く

て

良

い

非

課

税

団

体

で

、

全

国

に

は

、

市

民

負

担

増

を

回

避

す

る

た

め

に

転

嫁

せ

ず

頑

張

っ

た

自

治

体

も

あ

る

が

、

こ

の

考

え

方

に

つ

い

て

は

ど

う

か

。

 

伊

達

憲

太

郎

総

務

部

長

 

 

消

費

税

分

を

上

乗

せ

す

る

も

の

、

据

え

置

く

も

の

、

個

々

に

考

え

て

提

案

し

て

い

る

。

 

 こ

れ

以

上

 

何

を

切

り

詰

め

れ

ば

 

・

・

・

・

・

 

市

民

の

思

い

 

 安

田

市

議

 

で

あ

れ

ば

、

今

回

は

上

げ

な

い

こ

と

も

可

能

だ

っ

た

と

い

う

こ

と

だ

。

低

所

得

の

方

は

こ

れ

以

上

何

を

切

り

詰

め

れ

ば

い

い

の

か

と

い

う

の

が

本

音

だ

。

国

に

「

増

税

や

め

よ

」

の

声

を

上

げ

る

べ

き

だ

と

思

う

が

ど

う

か

。

 

中

村

勝

治

市

長

 

 

国

も

さ

ま

ざ

ま

な

軽

減

措

置

を

講

じ

て

い

る

わ

け

で

、

し

っ

か

り

と

進

め

て

も

ら

い

た

い

。

 

 

伯

備

新

幹

線

促

進

で

 

議

員

連

盟

を

発

足

 

・

・

・

市

議

会

有

志

 

 境

港

市

議

会

の

有

志

が

４

月

１

５

日

、

中

国

横

断

新

幹

線

構

想

の

進

展

を

促

す

た

め

「

伯

備

新

幹

線

整

備

促

進

境

港

市

議

会

議

員

連

盟

」

を

発

足

さ

せ

ま

し

た

。

 

共

産

党

市

議

団

の

安

田

、

長

尾

両

市

議

は

参

加

し

て

い

ま

せ

ん

。

 

「

新

幹

線

構

想

が

実

現

す

れ

ば

、

圏

域

の

振

興

発

展

に

大

き

な

メ

リ

ッ

ト

が

生

じ

る

」

（

安

田

市

議

へ

の

市

長

答

弁

）

と

言

わ

れ

ま

す

が

、

整

備

に

は

莫

大

な

費

用

が

必

要

で

、

そ

の

実

現

可

能

性

、

減

り

続

け

る

圏

域

人

口

の

な

か

で

採

算

性

や

投

資

効

果

、

押

し

か

ぶ

さ

る

将

来

世

代

へ

の

負

担

、

各

地

で

進

む

在

来

線

の

Ｊ

Ｒ

か

ら

の

分

離

、

経

営

難

な

ど

、

多

く

の

懸

念

が

指

摘

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

こ

う

し

た

多

く

の

課

題

に

つ

い

て

慎

重

な

検

討

、

研

究

も

な

い

ま

ま

「

必

ず

メ

リ

ッ

ト

が

あ

る

か

ら

促

進

」

と

言

わ

れ

て

も

市

民

の

理

解

は

得

ら

れ

ま

せ

ん

。

 

 

自

民

党

政

治

自

民

党

政

治

自

民

党

政

治

自

民

党

政

治

の
のの
の

 
  
 

足

元

足

元

足

元

足

元

か

ら

あ

が

る

か

ら

あ

が

る

か

ら

あ

が

る

か

ら

あ

が

る

 
  
 

負

担

増

反

対

負

担

増

反

対

負

担

増

反

対

負

担

増

反

対

の
のの
の

声
声声
声

 
  
 

 「

後

期

高

齢

者

の

医

療

費

窓

口

負

担

の

『

原

則

１

割

』

の

継

続

を

求

め

る

請

願

」

が

、

本

会

議

で

は

「

採

択

」

５

名

、

「

継

続

」

５

名

で

い

ず

れ

も

過

半

数

に

な

ら

ず

「

不

採

択

」

と

な

り

ま

し

た

が

、

審

議

で

自

民

ク

ラ

ブ

の

荒

井

秀

行

市

議

が

「

い

ま

で

も

負

担

が

重

い

。

無

料

で

も

良

い

」

と

主

張

、

本

会

議

で

も

安

田

、

長

尾

、

松

本

、

景

山

各

市

議

と

と

も

に

「

採

択

」

に

賛

成

し

ま

し

た

。

 

自

民

党

の

足

元

か

ら

上

が

る

負

担

増

反

対

の

声

で

す

。

 

共

産

党

市

議

団

は

、

「

医

師

会

、

老

人

ク

ラ

ブ

、

市

長

会

か

ら

反

対

や

慎

重

意

見

が

出

て

い

る

。

制

度

開

始

時

の

麻

生

首

相

(

当

時

)

は

『

１

割

負

担

で

心

配

な

く

医

療

を

受

け

ら

れ

る

』

と

売

り

込

ん

で

い

た

の

に

、

そ

れ

を

撤

回

す

る

の

は

、

制

度

の

行

き

詰

ま

り

を

認

め

る

も

の

だ

」

と

し

、

採

択

を

主

張

し

ま

し

た

。

 

 


